
ここでは、気象庁ホームページのなかで、気象データをビジネスに活用すること
を検討し情報を収集するときに役立つもの、また実際に気象データをダウンロード
できるものをいくつか紹介します。
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一つ目は「気象データ高度利用ポータルサイト」です。本ポータルサイトでは、
様々な業界で、サービスの新規開発などの際に手軽に利用できる気象庁ホーム
ページのコンテンツを集約・掲載しています。気象庁が提供する気象データの内容
を解説するコンテンツや、様々な形式の気象データをダウンロードできるコンテン
ツ、気象データの利活用事例を紹介するコンテンツなどがあります。
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次に、「気象庁情報カタログ」について紹介します。「気象庁情報カタログ」では、
気象庁が保有・提供するほとんどの情報について、内容やデータ形式、提供方法
を、カタログ形式で参照することができます。提供方法・データ形式・キーワードの
いずれか、またそれらの組み合わせによって情報の種類を絞込み、検索できます。
一方、分野別あるいは全ての気象情報を一覧表示することも可能です。
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ここからは、「気象庁情報カタログ」で、利用したいデータを検索する方法を、具
体例で説明します。例えば、日焼け止めの商品を扱う会社が、自社商品のユー
ザー向けに提供するため、紫外線に関するデータが欲しいという場合を考えてみ
ます。

まず、「紫外線」とキーワードに入れて検索を行うと、紫外線に関する情報の一覧
が表示されます。次に、「紫外線・オゾン層」のリンクをクリックすると、紫外線やオ
ゾン層に関するデータの種類、内容、領域、提供の頻度、提供方法、提供形式が
一覧表で表示されます。さらに＜解説資料＞の下にある二重丸印のリンクをクリッ
クすると、データ形式をより詳細に解説している資料を見ることができます。
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ここからは、実際に気象データをダウンロードできる気象庁ホームページ内のコ
ンテンツをいくつか紹介していきます。
はじめに、電文データをダウンロードできるページを紹介します。
「気象庁防災情報XML（エックスエムエル）フォーマット形式電文の公開（PULL（プ
ル）型）」のページでは、Atom（アトム）フィードと呼ばれる電文の更新情報をもとに、
ユーザーは任意のタイミングでXML（エックスエムエル）形式の電文データを入手
することができます。自社のITシステムでこの電文データを自動取得・処理し、事

業における安全確保や顧客・ユーザーへの安心・快適情報の提供に活用すること
が可能です。
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続いて、CSV（シーエスブイ）形式のデータをダウンロードできるページをいくつか
紹介します。

１つ目は、最新のアメダス観測データをダウンロードできるページです。「最新の
気象データ・ダウンロード」では全国のアメダスの最新の降水量、最高・最低気温、
最大風速、積雪などのデータをCSV（シーエスブイ）形式でダウンロードできます。
CSV（シーエスブイ）ファイルは、項目ごとにあらかじめ決められたURL（ユーアルエ

ル）で掲載を行っていますので、プログラムを作成すれば自動でデータを取得、処
理することも可能です。例えば、建設現場の作業員の安全確保のために、付近の
アメダス観測所の最新の最高気温や最大風速データを入手したい、という場合に
はこちらのページを利用すると良いでしょう。
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次に、過去のアメダス観測データをダウンロードできるページを紹介します。「過
去の気象データ・ダウンロード」のページでは、昨日以前のアメダスの気象データ
をダウンロードできます。取得したいデータの地点、種類、期間をホームページ上
で選択し、CSV（シーエスブイ）ファイルをダウンロードできます。

未来の気象予測データを適切にビジネスに活用するには、過去のデータから学
ぶ必要があります。まずはご自身が蓄積している過去のビジネスデータを、こうし
た過去の気象データとつきあわせ、それらのデータの間に関係や特徴が見られる
かどうかを分析することから始めてみてください。
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また、過去の気温予測のデータをダウンロードできるページもあります。「過去の
１か月予報気温ガイダンスデータ・ダウンロード」というページでは、１か月予報な
どの基礎資料として利用されている気温予測のデータを、CSV（シーエスブイ）形式

で取得できます。長期予報の気温予測データを販売計画や在庫管理に役立てた
いが、実際に自分達が使える精度があるかどうか検証したい、といったときに役立
ちます。
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GRIB2（グリブツー）形式などのGPV（ジーピーブイ）データのサンプルをダウン

ロードできるページについても紹介します。気象レーダーなどの観測データや数値
予報の予測データなど、面的、立体的に分布を表現する気象データは、対象の領
域を規則正しい格子状に区切り、その各格子における観測値・予測値を作成して
います。これらのGPV（ジーピーブイ）データ、格子点データは、GRIB2（グリブツー）

形式などのバイナリデータとして、民間気象業務支援センターから提供しています。
「GPV（ジーピーブイ）サンプルデータの一覧」ページでは、こうした様々な種類の
GPV（ジーピーブイ）データのサンプルをダウンロードできるようになっています。
GPV（ジーピーブイ）データを処理、デコードするプログラムを試作したいときには、

これらのサンプルデータを利用すると良いでしょう。また、インターネット上では
様々なGRIB2（グリブツー）形式データの処理プログラムが公開・提供されています
が、これらの処理プログラムが利用を考えているGPV（ジーピーブイ）データにも適
用できるかどうかをサンプルデータでチェックしてみる、といった使い方もできます。
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